
















































外食企業Ｃ社（台北市）：2018年 9 月 6 日実施
⑴日本という軸をぶらさない
近年の健康志向等で日本食に対する関心は高く，日本食に関する市場も広
がっている。そのため，現地の顧客が求めているのは，ローカル対応した味
ではなく，日本食そのものである。したがって日本で提供している味にこだ
わり，商品を提供している。
⑵教育に対する言語の壁
日本人に対して教育する場合，丁寧語，尊敬語，謙譲語などの区別につい
ては国語教育がしっかりとしているため，接客で使うべき言葉の素地ができて
いる。一方，日本のように丁寧語や尊敬語，謙譲語などに対する教育がない台
湾においては，接客の言葉を教えるには言葉を明確に教え込む必要がある。
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⑶明確な目標設定が生産性向上とモチベーション向上につながる
日本の場合，店舗におけるオペレーションの作業についての評価項目が少
ない。しかし，役割と責任を明確にし，どのような作業（技術が身につけば）
ができれば，昇給・昇進できるかを可視化することでやるべきことが明確に
なる。それが結果として生産性の向上やモチベーションアップにつながって
いる。
